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第１回 生活・利用に関する検討部会 議事概要 

 

◆日 時：平成１９年８月２１日（火） １４：３０～１６：３０ 

◆場 所：大濱信泉記念館 多目的ホール 

◆参加者：委員 21 名（内訳：個人３名，団体・法人７名，地方公共団体７名，国４名） 

報道関係者２名 

 

◆議 事： 

（１）部会の検討手順、進行方法について 

（２）石西礁湖の利用状況について  

（３）石西礁湖での利用に関する課題について 

 

◆概 要： 

（１）部会の検討手順、進行方法について 

①大盛武竹富町長より、主催者挨拶として、本部会設置に係る背景や部会での活発な議論への要望

があった。 

 

②運営事務局より、「石西礁湖自然再生協議会」の規約（参考資料１）及び運営細則（参考資料２）、

会議のルール（参考資料３）について説明された。 

 

③運営事務局より、部会長選任について自薦・他薦による方法が提案され、委員他薦によって上勢

頭委員（ＮＰＯ法人たきどぅん）が部会長に選出された。 

 

④上勢頭部会長より、部会長選任の挨拶が行われ、部会長の指名によって吉田委員（八重山サンゴ

礁保全協議会）が副部会長に選出された。 

 

⑤上勢頭部会長の議事進行に基づき、運営事務局より、生活・利用に関する検討部会のイメージ（資

料３）について説明された。 

 

⑥続いて運営事務局より、検討部会の手順イメージ（資料４）について説明され、今回の具体的な

検討手順としては小グループに分かれてのディスカッション（資料６）の方法が説明された。 

 

（２）石西礁湖の利用状況について  

①運営事務局より、小グループによるディスカッションの参考データとなる石西礁湖の利用状況に

関する基礎資料（資料５）が説明された。 

第１章 ダイビング利用について 

八重山入域観光客数及びダイビング業者数が増加してきており、石西礁湖を含む周辺海

域においてダイビング利用が活発に行われていることが説明された。 

第２章 漁業利用について 
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石西礁湖にはモズクやシャコガイ等の漁業権が設定されていること、漁獲量は年次によ

る変動があるものの、近年減少してきていること等が説明された。 

第３章 船舶運航について 

竹富町への入域観光客数及び船舶乗降客数が増加し、それに伴い旅客船の運航便数や隻

数も増加していることが説明された。 

第４章 自然再生協議会での取り組みの整理 

これまでの自然再生協議会での検討により石西礁湖における環境負荷の原因、それに基

づくサンゴ礁生態系の保全・再生における課題として大きく４点にまとめられたことが説

明された。 

４点の大きな課題 

■サンゴ群集の減少・劣化 

■サンゴ礁魚介類等の減少・劣化 

■藻場、干潟マングローブ林等の減少・劣化 

■陸域生態系の分断・劣化） 

 

さらに、原因に応じた自然再生への取り組みの方法や短期・長期の目標が説明された。 

長期目標：「人と自然との健全な関わりを実現し、1972 年の国立公園指定当時の豊かなサ

ンゴ礁の姿を取り戻す」 

 

（休 憩） 

 

（３）石西礁湖での利用に関する課題について 

①運営事務局より、再度、小グループに分かれてのディスカッション（資料６）の方法が説明され、

進行役については、環境省石垣自然保護管事務所から２名、沖縄総合事務局石垣港湾事務所から

１名があたることが説明された。さらに、ディスカッションでは、ダイビングや漁業、船舶等の

利用がサンゴ礁生態系の保全・再生や共生に与える問題点や課題、またその原因や背景などを３

つのグループに分かれ抽出して欲しい旨が説明された。 

 

②約１時間のディスカッションを行い、各グループから抽出された課題が進行役より発表された。

主な課題は以下のとおりであった。 

＜Ａグループ＞ 

・今後の利用ルール作りの基礎条件として、どの程度の利用がサンゴ礁へ負荷を与えるのかを量

的な目安が必要である。 

・海岸への漂着ゴミ削減や処分等に関する対策が必要である。 

・緊急時対応も想定し、導標の設置等による安全に夜間運航が可能な航路の確保が必要である。 

・漁業資源を保護し、乱獲を防止するため、季節や区域の利用規制を行う必要がある。 

・登録が義務付けられている遊漁船登録を徹底し、海域利用のルールを指導周知させる必要があ

る。 

・石垣港からのピストン運航となっている状況を改善するため、石垣からの日帰り通過型の観光

形態を見直し、竹富町内での宿泊型・滞在型観光への転換を図る。そのためには、海上タクシ
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ーのような小回りができる小型船の運航が必要と考える。 

・利用と保全の両立を継続的に実施していくため、サンゴ礁保全経費の一部を利用者に負担して

もらうシステム作りを行うことが考えられる。 

 

＜Ｂグループ＞ 

・乱獲や環境の悪化に伴い、水産資源が減少してきており、資源管理が必要である。漁協が始め

た資源管理を参考にし、本部会で検討する必要がある。 

・ダイビング船や漁船等の小型船だけでなく、大型のクリアランス船によるアンカー投入がサン

ゴを損傷しているので、サンゴの損傷を軽減するためには、ダイビング船の係留用のブイを多

数設置すること等が考えられる。 

・観光船が必要以上に高速化しており、質・量ともにスローライフ化が望ましい。 

 

＜Ｃグループ＞ 

・漁業と観光との海面利用の棲み分けを図るための実態調査の実施と、平行して行政主導による

漁業者と観光業者との利用（資源管理・海面利用）のルール作りが大切である。 

・海中公園の保護区の設定によるサンゴ等を含めた海中景観や水産資源管理を徹底する必要があ

る。 

・漁業者の経営負担が増加している中で、保護区を設定したとしても更に負担を強いるだけなの

で、利用しながらも漁業資源が増加するというメリットを示していく必要がある。 

・石西礁湖には浅場が点在しているため、目視航行が必要な箇所では定期船の速度低下などの運

航制限が生じており、船社側や住民側での経済的な負担が生じている。 

・環境を維持していくための資金としてオーストラリアで導入しているような環境保護税の導入

が望まれる。観光客も環境保護の重要性は認識されているので、理解されると思う。 

 

③上勢頭部会長より、今回のディスカッションだけでは十分に意見が出せなかった方は、運営事務

局へのメールやＦＡＸ等にて提出することが可能であることが説明された。 

 

（４）その他 

①運営事務局より、次回の部会開催日時については、第６回の自然再生協議会が 11 月頃開催予定で

あることから、その前までに開催する予定であることが説明された。 

 

以上 

 


